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ソニー・ホンダモビリティ、ホンダ・レーシングとの  

コラボレーション を開始  

AFEELA 共創プログラムの一環として Honda RA272 をモチーフと したテーマ を制作し 、  

コラボレーション開始を記念し た特別展示を東京・銀座で 開催 

 

ソニー・ホンダモビリティ株式会社（ SHM ）は、 モビリティ 開発環境のオープン化 を進める 「 AFEELA

共創プログラム 」 の一環として 、 株式会社ホンダ・レーシング （ HRC） と のコラボレーションを 開始し

ます。 第 1 弾は、 Honda が 1965 年に FIA※1 フォーミュラ・ワン世界選手権 TM（以下、 F1®） で初優勝

を果たした レーシングマシン 「 Honda RA272 」 をモチーフとした AFEELA のテーマ 制作です。 また 本

コラボレーションを記念し 、 2026 年 3 月 20 日（ 金） より 期間限定で、 東京・銀座のカーギャラリー

「 G735 Gallery 」にて、 RA272 のデザインを イメージ し た「 AFEELA 1 」 の特別ラッピングカー を 、

RA272 の実車とともに 公開します。  

 

SHM は、 クルマ の枠を超えて モビリティの可能性を拡張していくためには、多彩なパートナー企業や

クリエイターとの パートナーシップ が重要であると考え 、 AFEELA 共創プログラムを展開し ています。

世界最高峰のモーター スポーツ で勝利を追求 し 続ける HRC と、 最先端のテクノロジー や多様な知見で

モビリティの 革新に挑む SHM が共創することで 、 レース への情熱と いうレガシーと 、未来 を切り拓く

挑戦の融合による 、 新たな 感動体験の提供を目指します。  
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本コラボレーション では、 AFEELA の車内空間を演出する 機能であるテーマ の開発を進めてい ます。

「 HRC」 のテーマ を選択する と 、 メータークラスター 、 アンビエントライト 、「 Media Bar 」 および 車

内の各ディスプレイ が RA272 をモチーフとした デザインとな る他、 走行時には RA272 のエンジン 音を

再現した 「 e-Motor Sound 」 が車内に流れ、 AFEELA 1 が往年のレーシングマシンの息吹を伝えるエモ

ーショナルなモビリティへと変わ ることを目指しています 。  

HRC のテーマを設定した AFEELA 1 のイメージ  
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HRC テーマの e-Motor Sound に使用する 音源は、 株式会社ポリフォニー・デジタル と 、 元 Honda 二

輪ワークスライダーである宮城光氏の協力のもと、 栃木県のモビリティリゾートもてぎにて RA272 の

実車を 用いて 収録され ました。マイクを装着し た実車を コース で走らせることで 、 当時“ホンダ・ミュ

ージック ”とも称された 、 1.5 リッター V12 エンジン が奏でる エンジン 音を収録しています。 SHM は、

本音源を使用し て開発中のプレビュー音 ※2 やテーマの切り替えイメージ を、 現在ウェブサイト で公開し

ています。 今後、 アクセル操作と連動する e-Motor Sound の開発を進めてい きます。  

 

また、 本コラボレーションを記念し 、 2026 年 3 月 20 日（ 金） から 3 月 29 日（ 日） の期間限定で、

G735  Gallery にて、 RA272 デザインの AFEELA 1 特別ラッピングカーおよび RA272 の実車を展示し

ます。 時代を超え た RA272 と AFEELA 1 の共鳴をぜひ 会場でご覧ください。  

 

 

「 Honda は自社初の四輪車を販売した翌年の 1964 年に F1®に参戦し、その僅か一年後にはメキ

シコグランプリで RA272 が優勝し、世界を驚かせました。 RA272 のイメージやサウンド が、最

先端の AFEELA に”テーマ “という形で宿る ことはモビリティの進化にと って、 大きな意味を持ち

ます。 HRC は、 60 年前の RA272 を今でも走れる状態に保つ為にメンテナンスを行っており、

今回のコラボレーションに参加する機会を得て、 60 年前のチャレンジ・スピリットを、今日の

それと 結びつける ことが出来て光栄に思います」  

株式会社ホンダ・レーシング  社長 渡辺康治 

 

 

「 このたび、 Honda Racing とのコラボレーションを開始できることを、大変 うれしく 思います。  

世界最高峰のモータースポーツ の舞台で挑戦し続ける 姿やその情熱は、時代を超えて人の心を動

かし続けています。そ の DNA を、 AFEELA のテクノロジーや体験価値と掛け合わせることで、

これまでにないモビリティの魅力を創造できると考えています。  本共創をきっかけにモビリティ

の可能性をさらに拡張し、感動体験を提供していきます。 」  

ソニー・ホンダモビリティ株式会社  代表取締役 会長 兼 CEO 水野 泰秀 

 

 

特別展示の概要 

日程： 2026 年 3 月 20 日（ 金） ～2026 年 3 月 29 日（ 日）  

定休日：毎週火曜  

時間： 11:00 ～19:00   

会場： G735 Gallery （東京都中央区銀座７丁目 3-5  ヒューリック銀座 7 丁目ビル  1F）   

展示内容について  

• 展示車の外観撮影が可能です。  

• 会場では、 AFEELA 1 （米国仕様車） の通常展示も行っており、 事前予約をいただいたご招待者

さまに 、 AFEELA 1 の車内デモンストレーションを実施して いる場合があり ます。予めご了承く

ださい。 なお日本で 販売予定の車両とは仕様が異なる場合があります。  

 

※1 Fédération Internationale de l’Automobile （国際自動車連盟）の略称 。  

※2 テーマを切り替える際に 再生される 「 e-Motor Sound 」の プレビューの こと 。  

 
本情報は発表時点での情報となります。諸条件により、予告無く変更等の可能性がございます。  
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＜株式会社ホンダ・レーシング について ＞ 

株式会社ホンダ・レーシング（ HRC）は、 モビリティメーカーである Honda のレース子会社として

1982 年に設立。 FIM ※ロードレース世界選手権、世界トライアル選手権、モトクロス、ダカールラリー

など様々な二輪レースで頂点を極めてきました。 2022 年からは四輪レース開発部門も HRC に合流、 F1

パワーユニット開発、 SUPER GT 車両、 SUPER FORMULA エンジンなどの開発も HRC で行われていま

す。 2026 年シーズンからは、 Aston Martin Aramco Formula One Team とワークスパートナー とし

て共に F1 に参戦します。  

 

※ Fédération Internationale de Motocyclisme （国際モーターサイクリズム連盟）の略称。  

 

＜ソニー・ホンダモビリティ株式会社について＞   

ソニー・ホンダモビリティ株式会社（ SHM ）は、ソニーグループ株式会社と本田技研工業株式会社が

2022 年に設立した日本のモビリティテックカンパニーです。ソニーの技術力と本田技研工業のクルマ

づくりの知見や開発力を融合し、高付加価値モビリティの共同開発・販売、モビリティ向けサービスの

提供を通じて、モビリティ業界のイノベーションをリードすることを目指します。詳しくはホームペー

ジ（ https://www.shm -afeela.com ）や Facebook , Instagram , X, LinkedIn でご覧ください。   

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞   

ソニー・ホンダモビリティ株式会社   

マーケティング＆コミュニケーション部   

コーポレートコミュニケーション課   

press@sony -honda -mobility.com   

 

https://www.shm-afeela.com/
https://www.facebook.com/shmAFEELA/
https://www.instagram.com/shmafeela/
https://x.com/shmAFEELA
https://www.linkedin.com/company/sony-honda-mobility/posts/?feedView=all
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